
 

 

講義の内容・方法および到達目標 

この講義では、「障害」を社会との関係でとらえていくことによって、「障害」

とは何か、「障害者」とは誰のことを指すのか、自分の生活と「障害者福祉」がど

のようなかかわりを持つのかを学ぶ。講義中は視聴覚教材も使用し、障害のある人

の生活に目を向ける。そして、障害に関する医学的及び制度的な知識、障害に関す

る基本的視座を身につけることを到達目標とする。 
 

授業計画 
 第１回 オリエンテーション：障害観の変遷から 

 第２回 「障害」という概念について 

 第３回 障害のある人の生活（身体障害とは？） 

 第４回 障害がある人の生活（知的障害とは？） 

 第５回 障害がある人の生活（精神障害とは？） 

 第６回 障害があるということ〜精神障害者政策の歴史から学ぶ 

 第７回 障害がある人の生活（発達障害とは？） 

 第８回 障害がある人の生活（障害のある子どもと家族） 

 第９回 優生思想と障害学  

 第 10 回 障害がある人の生活を支えるサービス体系 

 第 11 回 障害者総合支援法 

 第 12 回 障害に対する社会意識 ―偏見・スティグマ・差別 

 第 13 回 障害者権利条約と障害者差別解消法 

 第 14 回 障害者福祉を支える理念・思想（ノーマライゼーション、ソーシャルイ

ンクルージョン） 

 第 15 回 障害者福祉を支える理念・思想（エンパワメント、糸賀一雄の思想） 

  

教材・テキスト・参考文献等 

 竹端寛他編（2017）『障害者福祉 第 2 版』ミネルヴァ書房。 

 参考文献は適宜提示。資料は必要に応じて配布。 
 

成績評価方法 

 出席：10％ 小テスト：10％、定期試験：80％。 

 

実務経験 

 障害者支援施設で生活支援員として勤務していたことがあります。実務経験を活

かし、特に知的障害者及び発達障害者の生活支援に関する課題などについて重点的

に取りあげたいと思います。 
 

その他 

 自分の周りには想像しているよりも多く「生きづらさ」を抱えている人がいるこ

とを知り、「障害」とは何か？ということや、自分が「障害」をどうとらえている

のかということに向き合って考えてほしいと思います。そして、自分の考えや態度

が人々にとって生きやすい社会を創ることにつながっていることを実感してもらえ

ればと思います。正解はありません。一緒に考え、講義を創っていけることを期待

します。 

講義科目 

担 当 

：障害者福祉論 

：北村 香織  

単位数 

学習形態 

 

実務経験 

：２ 

：選択科目 

社会福祉士必修科目 

：有 


